
 

補 助 金 概 要 調 書 

補 助 金 名  米子市同和事業推進協議会補助金 

所 管 部 課  市民人権部人権政策課 （TEL ２３－５２５１（直通）） 

補 助 対 象 者 米子市同和事業推進協議会 

補 助 開 始 年 度 昭和４９年 

交 付 目 的  

「米子市における部落差別をはじめあらゆる差別をなくする条例」の目的を実現するた

め、米子市同和事業推進協議会が実施する事業について支援することにより、米子市

における同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の早期解決を図る。 

補 助 金 額 と  

過 去 の補助実績  

（  ）は一般財源額 

H １ ７年 度 実 績 H１８年度実績 H１９年度実績 H２０年度予算額 

2,720 千円
（2,720）千円

2,540 千円
（2,540）千円

2,176 千円 
（2,176）千円 

1,724 千円
（1,724）千円

補助事業の内容  

協議会会員が、同和問題をはじめあらゆる人権問題について啓発、解決していく力を

つけるとともに、人権擁護活動をリードすることができる人材を育成するため、会員を

各種研修会等へ派遣する。 

・人権啓発の充実に関する事業 

・人権擁護活動の強化に関する事業 

・人権問題の研修に関する事業 

補助事業に係る経費  

補助事業の全体経費  1,724 千円 

内 補 助対象経費   1,724 千円 

補助対象経費の内訳 
事務費    250 千円 

研修費   1,474 千円 

補助金額の算出方法 

補助率、補助額 

の考え方 

事業量に応じた補助額 

 

限 度 額 無                  

補 助 金の財源等  

市単独 一般財源 ■     特定財源 □（               ） 

国県等

協調 

直接補助 □ 国  /  県  /   市  /   その他（       ） / 

間接補助 □ 国  /  県  /   市  /   その他（       ） / 

補助事業の効果及び 

効果の検証方法等 

「米子市同和地区実態調査」及び「米子市人権問題市民意識調査」により、差別意識

の状況や地区内の生活状況を把握する。 

 

終期の設定 

（例外を適用する場合には

その理由等） 

平成１９年度に実施した「米子市人権問題市民意識調査」によっても、同和問題にかか

る市民意識は未だ十分に解消されたとは言い難いことから、現時点で終期の設定はで

きない。 

その他参考事項  

(過去の見直しの経過等) 

 

 


